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ま
ち
み
ら
い
千
代
田
が
発
行
す
る

マ
ン
シ
ョ
ン
情
報
紙
は
、
平
成
16
年

の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
通
信
ち
よ
だ
」
の

発
行
か
ら
始
ま
り
、
現
在
「
マ
ン
シ

ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
ち
よ
だ
」
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
愛
読
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
ち
よ

だ
は
、
年
間
４
回
発
行
し
、
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
あ
て
に
送
付
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
ま
ち

み
ら
い
千
代
田
に
お
申
し
込
み
頂
け

れ
ば
、
各
戸
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
千
代
田
区
役
所
（
総
合
窓

口
）、
各
出
張
所
で
も
配
布
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
き
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ☎
３
２
３
３

－

３
２
２
３
（
直
通
）

　

岡
谷
市
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
諏
訪
湖
の
西
岸
に
面

し
、
東
に
は
八
ヶ
岳
連
峰
、
遠
く
に

は
富
士
山
を
望
む
、
湖
と
四
季
を
彩

る
山
々
に
囲
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
都

市
で
す
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
と
豊
富
な
水
を
利

用
し
て
発
展
し
た
「
シ
ル
ク
岡
谷
」

は
、
産
業
基
盤
に
立
脚
し
た
精
密
機

械
工
業
を
中
心
と
す
る
近
代
工
業
都

市
に
飛
躍
を
遂
げ
、
今
日
で
は
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
精
密
加
工
技
術

等
を
最
大
限�

活
用
し
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
ベ
ー

ス
と
し
た

「
ス
マ
ー
ト

デ
バ
イ
ス
の

世
界
的
供
給

基
地
」
の
形

成
を
目
指
し

て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年

に
策
定
し
た
第
４
次

岡
谷
市
総
合
計
画
に

お
い
て
、
将
来
都
市

像
を
“
み
ん
な
が
元

気
に
輝
く
た
く
ま
し

い
ま
ち
岡
谷
”
と
定

め
、
基
幹
産
業
と
し

て
の
製
造
業
を
中
心

に
産
業
振
興
を
図

り
、
そ
の
活
力
と
子

育
て
支
援
に
よ
っ
て
人
口
を
確
保

し
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確
立
、

足
腰
の
強
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
不
断
の

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

岡
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.okaya.

lg.jp/okayasypher/w
w
w
/

norm
al_top.jsp
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平
成
21
年
９
月
よ
り
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
「
千
代
田
区
マ

ン
シ
ョ
ン
理
事
長
連
絡
会
」
で

は
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
や
千

代
田
区
か
ら
の
様
々
な
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理

事
長
連
絡
会
で
は
、
会
員
と
ま

ち
み
ら
い
千
代
田
、
会
員
相
互

の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
財
団
か
ら
情
報
発

信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
こ

で
出
さ
れ
た
ご
意
見
等
を
会
員

の
皆
様
の
管
理
組
合
運
営
に
お

役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

入
会
条
件　

千
代
田
区
の
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
理
事
長

で
あ
る
こ
と
。

現
在
の
運
営
内
容

①�

区
や
財
団
、
会
員
間
の
意

見
交
換
会
の
開
催

②�

マ
ン
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
ち

よ
だm
ini

の
提
供

③�

各
種
情
報
提
供

会
費　

無
料

　

ご
入
会
に
際
し
ま
し
て
は
、

千
代
田
区
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
長

連
絡
会
事
務
局
で
あ
る
、
ま
ち

み
ら
い
千
代
田
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

別
途
、
入
会
申
込
書
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

住
宅
ま
ち
づ
く
り

グ
ル
ー
プ　

☎
３
２
３
３

－

３
２
２
３
（
直
通
）

　

５
月
26
日
（木）
に
平
成
23
年
度
第

２
回
評
議
員
会
が
、
翌
27
日
（金）
に

第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
22
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決

算
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
詳
し

い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ　

☎
３
２
３
３

－

７
５
５
６
（
直
通
）

　

http://chiyoda-days.jp/
future/sum

m
ary/

　

次
回
の
「
ち
よ
だ
青
空
市
」

は
７
月
６
日
（水）
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
商
工
連
携

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
商
工

連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
５
９

－

８
０
９
７

平
成
22
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算

評
議
員
会
・
理
事
会
で
承
認

「
ち
よ
だ
青
空
市
」

「
ち
よ
だ
青
空
市
」

入
会
条
件
を
緩
和

▲塩嶺王城（えんれいおうじょう）パークラインからの展望

マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会

　

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
『
マ

ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
関
す
る

相
談
』
の
充
実
を
図
る
た
め
、『
首

都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会�

都
心

区
支
部
』
の
協
力
を
得
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
無
料
相
談
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
毎
回
４
名
の
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ
り
皆
様
の

相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
件
の
相
談
に
対
し
て
、
２
名

の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
が
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
１
回
30
分
程
度
、
予
約

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

　

事
前
に
相
談
内
容
等
に
つ
い
て
、

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
よ
り
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
３
水
曜
15
時�

～�

17
時
（
当
日
受
付
は
16
時
ま
で
）

受
付　

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
４
階
ま
ち
み
ら
い

千
代
田
事
務
室
（
神
田
錦
町
３

－

21
）

　

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
常

生
活
や
建
物
の
維
持
管
理
等
の
ご

相
談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
各

種
助
成
制
度
の
申
請
に
つ
い
て
の

相
談
等
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

問
合
せ　

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

☎
３
２
３
３

－

３
２
２
３
（
直
通
）
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ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
タ
イ
等
の
中

小
企
業
振
興
と
日
系
の
海
外
中
小
企

業
の
経
営
指
導
に
携
わ
っ
て
見
え
て

く
る
の
は
、
昨
今
、
大
手
企
業
に
混

ざ
っ
て
わ
が
国
の
一
部
の
中
小
企
業

が
海
外
展
開
し
て
い
る
事
例
が
増
え

て
い
る
こ
と
で
す
。
海
外
進
出
の
大

半
は
製
造
業
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
業

も
活
発
に
海
外
展
開
を
し
て
い
る
時

代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
早
め
の
海
外
展
開
戦
略
を

　

海
外
展
開
に
よ
り
生
き
残
り
を
図

ろ
う
と
さ
れ
る
企
業
は
、
ま
ず
手
始

め
に
新
興
国
に
的
を
絞
っ
た
海
外
進

出
計
画
を
立
て
て
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品
質
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
納
期
短
縮
）
を
念

頭
に
置
い
て
新
興
国
に
進
出
す
る
こ

と
が
一
番
の
近
道
で
す
。
新
興
国
で

は
裾
野
産
業
が
育
っ
て
お
ら
ず
、
日

本
の
中
小
企
業
の
技
術
力
が
必
要
な

の
で
す
。

　

ま
た
、
飲
食
産
業
や
日
本
人
が
得

意
と
す
る
高
度
な
技
術
を
有
し
た
企

業
・
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
・
医
療

産
業
分
野
で
は
、
欧
米
へ
の
進
出
も

期
待
で
き
ま
す
。

●
海
外
進
出
で
生
じ
る
問
題

　

も
っ
と
も
、
海
外
展
開
と
な
る
と

さ
ら
に
言
葉
や
文
化
・
慣
習
の
違
っ

た
環
境
の
も
と
で
、
現
地
の
人
を
雇

用
し
て
事
業
展
開
を
進
め
る
の
で
す

か
ら
、
そ
れ
な
り
に
多
く
の
問
題
に

直
面
し
ま
す
。
海
外
展
開
で
の
失
敗

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
綿
密
な

事
前
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ

デ
ィ
（
実
現
の
可
能
性
や
妥
当
性
を

検
証
す
る
こ
と
）
が
重
要
で
す
。

　

現
地
に
進
出
し
た
ら
現
地
の
人
を

う
ま
く
活
用
す
る
た
め
の
人
材
教

育
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
現

地
社
会
へ
の
調
和
な
ど
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、

信
頼
で
き
る
優
れ
た
人
材
の
確
保
、

現
地
政
府
や
行
政
機
関
と
の
円
滑
な

関
係
、
販
売
・
調
達
先
の
選
定
な
ど

に
も
十
分
配
慮
し
た
対
処
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

●
支
援
機
関
を
活
用
し
よ
う

　

政
府
も
現
状
の
中
小
企
業
の
実
態

で
す
と
、
早
晩
多
く
の
企
業
が
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
を
予
測
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
も
っ
と
多
く

の
中
小
企
業
が
経
済
成
長
の
著
し
い

需
要
の
期
待
で
き
る
国
に
進
出
し
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
多
く

の
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
お
薦
め

し
ま
す
。

※
こ
の
コ
ラ
ム
の
全
文
は
、
千
代
田

day ,s

「
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ

ラ
ム
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

��http://chiyoda-days.jp/
future/staffblog/relaycolum

n/

問
合
せ　

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
1
３
２
３
３

－

７
５
５
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直
通
）

中
小
企
業
診
断
士

　小
谷
泰
三 

氏

 

が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

〜
景
気
回
復
の
芽
を
伸
ば
せ
〜

（１０）

が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

〜
景
気
回
復
の
芽
を
伸
ば
せ
〜

（11）

　構造不況業種の代表とも言える建
設業界にあって、これからも大きな発
展を期待されているのが株式会社建
設エンジニアリングです。

◆全てはお客様のために
　建設とは全く違う業界から来た宇
津橋社長は営業として顧客を回るう
ちに、「日本のゼネコンや設計事務
所は技術的には世界最高水準である
が、どうも技術ばかりが先行し、本当
に顧客のためになっているかどうか
分からない」ことに気付いたと言いま
す。“全てはお客様のために”という
ことを標榜し、絶対にブレないように
すれば必ず成長できると確信したそ
うです。

◆コンストラクション・マネジメント
　そしてコンストラクション・マネジ
メント（ CM）という理論、システム
に出会います。「建設のプロ」が発注
者と契約し、発注者の代理者として
最適の建設や建築を行っていくとい
う方式です。ただし、たんなるコスト

カッターではありません。発注者の代
理者だからこそ、発注者に対しても
言うべきことを言うのが、コンストラ
クション・マネジャー（CMR）の重要
な役目です。宇津橋社長はこの考え
方に非常に感動し、CM業務を会社の
看板業務として位置づけることとし
たのだそうです。

　成蹊大学ラグビー部出身の宇津橋
社長。自ら営業の先頭に立ち、株式会
社建設エンジニアリングのフォワード
として、前へ前へと会社を引っ張って
います。

　最近の電気・電子機器の中を見ると
必ずと言っていいほど、集積回路やコ
ンデンサなどが貼り付けられたプリン
ト基板が入っています。このプリント
基板の設計、製造、実装を手がけてい
るのが、株式会社インフローです。

◆株式会社インフローの特徴は
（１）E-コマースの徹底
　最大の特徴はE-コマースの徹底で
す。お客さんは必ず“P板．c om”か
ら発注するため、受注データはすべて
曖昧さのないデジタルデータ。後工程
の大きな省力化に繋がっています。
（２）４つの地域の提携工場
　日本、韓国、台湾、中国の４つの地
域の工場と連携し、その品質管理と納
期管理を徹底しています。海外の現地
に指導員を送り込んで指導することも
多く、納期順守率99.97～99.98％とい
う超高水準。採算は関係なく、納期を
必ず守るという姿勢が表れています。
（３）ローエンド製品に特化
　さらに受注はローエンドの製品に特
化。プリント基板の製造は、イニシャ

ル費用がかかりますが、これを７０％
減まで落とすことに成功しています。

◆電子工作コンテスト
　そして電子工作コンテストの主催。
「イケてる電気・電子業界にしたい」
からだそうです。ソフトウェア業界が
重視される昨今、ハードウェアももっ
と注視されるべきだと田坂社長。

　田坂社長をリーダーとし、スタッフ
の皆さんが持つ高い志が株式会社イ
ンフローをこれからさらなる高みに引
き上げていくように感じられました。

［企業探訪］第３回千代田ビジネス大賞 優秀賞受賞企業訪問
インタビュー記事の全文は、千代田day'sに掲載しています。

株式会社インフロー
　　　　　代表取締役　田坂正樹　社長　　　　　

「高い志で成長を続けるプリント基板製造の革命児」

株式会社建設エンジニアリング
　　 　代表取締役　宇津橋喜禎　社長 　　　

「全てはお客様のために、そして社会のために」

URL http://chiyoda-days.jp/future/staffblog/legwork/　　　問合せ　産業まちづくりグループ　☎３２３３－７５５８（直通）

「
市
場
は
新
興
国
や
海
外
に
あ
る
」
中
小
企
業
も

海
外
進
出
で
飛
躍
を
勝
ち
取
ろ
う
！


